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所謂中央構造線に就て（1）器

　西南日本を南北に二大別する地質構蓬線は1そ

の北側（内帯）の花鵠岩類と，南側（外帯）の結

晶片岩及びその池の廣地域鍵成岩類とを境して・

東は略諏訪湖の西側より天龍川の東側に沼ひ，更

に天窪川を横ぎり豊川・宇治山田・紀伊牟島の組

の川谷へ出て四国吉野川から松山を纏て九州に達

し，延長900詐織に及ぶ屯ので，日本で最も延長

の著しい構造線芯ある。
　此の構造線は皿．N舳・m乱㎜により（｝T0醐工Mo’

di舳p町1te或はWodi乱皿1iuoと名づけられて以

來，原因博士初め数多の研究者により研究がなさ

れて居り，その名構も中央輝・中央構温線，、中央

鍵位線，先中部白壁紀中央構蓬脇古第三絶中央

変位線，中央帯等と名づけらるるか，それぞれの

名構の持つ意味も必ずしも同一ではない。・と言ふ

事は此の顯蕾なる構造糠がそれだけその内部に複

雑性を持って居ることであって，大きなスゲ一ル

の地質圃には一本の線として表はされるが，詳細

に観察すると，簡軍な｝本の糠で表現される様な

性質のものではない。

　一般に地質學上構造線と言ぶのは地殻の或る特

殊な構造を有する箪位置域の境界をなす線を言ふ

のであって，從って，構造糠をなすものには不整

合繰も欄曲も叉裂鱈もあるが，餓暦が此れを代表

する場合が最も多い。では今此慶に取扱はんとす

る所謂中央構艦線次るものは，如何なる地域の境

界をなし，如何なる性質を持つだ溝遣線であらう

か。

　先ず如何なる特徴を持つだ地質、學的地敏を二分

するかの考察から進めて行か㍉これについて内
帯鋼の特徴から者へて見ると地質圖を見るとすぐ

わかる如く，外帯にある様な結晶片岩類は内帯に

ほなく，叉内帯にある様な花樹岩類は外帯には見

ろれない。

　内蕃に存する諸岩石は所謂領家式蟹成岩及びこ

れに密接に開係して來る花開岩類であり・此等の

諸君は明瞭には東方長野縣下より笠置附近を通り

西方瀬戸西海の柳井地方まで分布して居るもので

あり（飛騨の片腕岩類及ぴ中国地方の花開岩類等

は此慶には考慮外とする）。小島先生によると淵

Iヨ本の古生暦には種々の型があるが・その内の山

口層群に属する諸岩石より由來したものと患はれ・

即ち山口暦の砂岩，頁岩輝録友岩，Che工t三等が｝

半所謂中央穣遣繰に就て今日に得た肇着の考へ事

の概要を記し現代までに製表された諸研究者によ

る考察の護展及び諭擦は次回に詳しく．のべる。窩

九州に於ける状態は此慶では溺れない。

舳談・了解に誤りがあ汕まそれぱ繁着の責任で

ある。

種の廣地域饗戯作用を受けて工IOH・fO1Sになり，

それが更に進んで逮入片麻岩になったもので，此一

鍵成作用に関連して石英閃糠岩（第一期〕が地或

的な貫入を行ひ，次に花嵩閃織岩，花縄岩等の種
々の酸性岩類’ i第二期）が貫入し來り・その周圃・

の所で更にIIo正皿fo1sをつくったのである。此の

種の花樹岩類は片麻状構造を塁し花構片麻岩と
一般に言はれ，音は始生代のものとされ居たもの

であり，これに接鰯して蟹成作用を受けて居る領

家式鍵成岩は此の花構岩類によって軍に梯鰹質

のみを受けて居るのではなく，それに先行する廣

助城蟹戯作用を受けて居るので複鍵成岩となつて

居ると云ぶことである。横山先生によるとこれ等一

のものが複成底盤をなして居り更に，より酸性の

花闇岩類がp1utOnとして片麻状構造を呈せずに
在在し，叉更に之に相前後した時代に触囑岩が東

西の弱線にそって噴出して居る事が，最近吉澤先

生により注意されて居る。此の領家帯の最南部即・

ち所謂中央鞠鵠詩に接ナる部分に時には外帯の最

内側にまで分布する鹿盤片麻岩と言はれる特殊な

ミロナイト嬢溝進を持つ岩類が細長く露出して居

り，この中には從來領家式花開岩類その他より新一

移して居ると者へられた花嵩岩その他の岩類があ

るが，此れについては別に記すことにする。

　内帯には漸嬢な底盤が在在して居るのに反し

外帯には享波川系，御荷鉾系と言はれる領家式蟹

成岩とは叉塾生機構の異なった廣地域蟹成岩類及

びその南側に秩父古生暦・中生暦カ滞朕に分布し

て居孔三波川系は線泥石一陽碑石一織簾石一曹・

長石一方解石片岩を主とし，石墨一絹雲母一石英。

一片岩，石英片岩等の結晶片岩よりなり，その北

部には曹長石の艶紋のある覇紋片岩が存在して居

り，これ等の結晶片岩類中に薇蹟岩，蛇紋岩が貫

いて居る。御荷鉾系と言はれるものは，三波川系

の南側に分布し，三波川糸とは御荷鉾線と冒はれ

る断層により，叉本系の南側に分布する秩父古生．

麿とは僻蟻糠と言はれる断層により接し，一佐川造一

山作用ρ結果かくの如く並列したものとされて居
るが，此の開係に就ては今1ヨ疑問が多く存在する

様である。とにかく御荷鉾系は主に所謂縫色岩及」

ぴ織色片岩よりなb，線簾石二織泥石一陽起石一

曹長岩r片石を中心として居り，源の鑛物として

普通輝石を含むものを從來輝岩と言はれて居孔
これ等の諸君の少くとも一部は火成貫入岩であら

うと者へられて居る。この他に角閃岩・撤麗岩等

と石墨千枚岩が入って屠糺これ等の岩相を有す

るものが街臓鉾系である6御荷鉾系の外側甑ち南

側は先遮の如く捜庫作用を被むつて居ない秩父古

生厨の砂岩，頁岩，粘板岩，輝凌擬茨掛　Chort
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箸より，紡錘虫石炭岩を含んで居る地歴で・時代

瞭石炭紀未期乃至二盤記中期のものである。更に

その南側には即生層・新生暦がつらなり・帯状構

造を示して居る。

　上遼の如く所謂中央構造線の繭1則に於て地質が

非撒こ異なって居るのであ飢勘ち内帯に於ては
領家式鍵成岩及び花樹岩類よりなる一種の複成底

盤で亭るのに反して・外弾に於ては期嬢な花樹岩

類は勿論・風じく廣地域蟹成岩であっても領家式

愛成岩の様に亘・㎜眺・送人片腕岩等は全然な
く，蟹成踪式の金く異なった…三波川系・御荷鉾系

の巌な片岩類千枚岩類によって構成苔れて居る。

それ故に斯くの如き全然地質學的車位の異なった

ものが相接して存在して居る時にその聞に翻暦を

考へるのは地質學の常識である。ではもし勘暦で’

あるとするならば，それは如何なる性質のもので

あるか，叉如何なる時代に形成されたものである

かを考察しなければならない。

　先ずそれが爲には上記爾岩種の生成の時期が問

題になって来る。

　揮家式変成岩は先遮した繍ご山口層群に由來す

るか，それカ竣成作用を受けて地表に出て來た時

期はその礫が浦川統の和泉砂岩暦の礫岩中に出て

來るし，又その花樹岩は和泉砂岩により不整合に

被はれて居ること等から浦川統以前，即ち白雲細

最末期であり，それ以前に鍵成作用を受けて居る

と考ふべきだらう〇

　三波川系の下限は秩父古生暦でその礫は物部川

履の礫岩中に串て來る。即ち古生代末より中～下

部白璽紀の間にその愛成作用か完成され白壁細中

葉には地表に露出して居た・しかし頒石時代には

両者楽未だ露出して居なかった様である。が，少

くとも和泉地向斜形成の時代には領家鍵成岩類と

三波川系は露出して居たのである。燃し。その當

時の両者の賦存状況は後述する理由によb現在不

明ではあるが何等かの現在の所謂中央構造線の前’

身があったはずで，恐らく大規模な麟暦で接して

居たのではないかと思はれる。此考察方は爾岩種

の饗威機構が全然異なって居ることに基づく。そ

してこの構造糠を披って，和泉砂岩か堆積して居

る。それから後に和泉片岩を切って慶砕岩が形成

されて居る。これ等の鳳こ先の構錨線は殆んどし

ょうめつして居る．この麗砕岩は中部地方で麗麗

片麻岩と言はれたものであり，杉山先生によると

こオしは貫入鹿陣岩で，単なる貫入ではなくsb舳

正三・・9日t・舶sのある部分に則ち醐暦活動時に貫入国．

給した沓のである。此の種の慶砂岩の他に本來の

意味に於ける睡砕岩も存在して屠る戯である。此．

間の鐵厨運動は衝上，衝下・とか正観暦とか言は

れて居るが，穣出先生によると非常に移動量の大

きい横ヒり鐡暦であるとされて居る。しかしこの

一運動は軍に一回て終って居るのでない。更に衝上

運動のわかって居るのは・四国で中新世．一群新世

の戸部相により石槌の中新統の．トに（花縄岩上に

坐せる）和泉砂岩履が北より南へのじ上げて居る。

先1の駿解岩形成即ち所謂鹿麗片麻岩の貫入とこ

の衝止形威の前後は不明である。而してこれ讐諸

種の岩槻は更に所謂中央構麹線に脇々直交する麟

暦により又移動して居る。その後も蓮構造線運動

が綾き洪積胆にも運動して居る。之は奮蒲谷の礫

層を切り北より繭におし上って居るものである。

叉今村先生によると四国の池田附近に於ても礫暦

の上に糊泉砂岩が衝上して居るとの事であ私
　斯くの如く所謂中央構裁線の幾構蓬運動ま複薙一

に繰返され，その一部は消滅したその間に火成構

造岩の貫入等があり，それ等の運動の総和か現在

見られる構造となつて居る・（赤塚久兵衛）

斑瀬岩の分解に就いて

　地殻の表面若しくは表履部に庸ぐ分布する粘土

鑛物の原岩及びその生成の過程に就いては未だ定

説がない。近時粘土鏡物の用途盆ξ拓け，その地

球化學的研究の必要が痛感せられるに到った。粘

土鑛物は一一般に結晶粒が極めて小さく，叉慶ミ不

純物を混在1するため顧微鏡観察や化學分析或ひ

は腕本曲線等では成分鑛物の．同定は甚だしく困難

である。黙るにX線による粉末法を併用する時は

比較的容易に同定出來る事がわかり，此の方面の

研究は顕著な進歩を遼げつムある。

　C．S．Ro鵠及びP．旦Ker正は明らかに「カオ
リナイト」及ぴrハロイサイト」と同定せられる

ものにっき，それ等の産地の野外観察から，これ

ら二種の粘土鑛物は何れも酸性岩の風化作用によ

・り生成ナるものであらうと述べてみる。

　筆者は岡山縣奥津産の粘土につき研究中である

が・その原岩は灘糠岩と者へられ・不純物を混在

してみるが一般に白色粉末状のものである。下表

の左は積分解した斑瀬岩の・有は完全に分解した

白色粉末状の粘土の分析値であ孔．

稿分解したもの
SjO！

A1星03

Fe星03

FeO
Ti0，

M皿O
Mg0
－C乱O

N乱里O

X雪0
迅O（十）

恥0（一〕

　計

66．41

17，74

0．93

工．56

0，26

0，24

1，99

8，72

　0，76

0，19

1．lO　－

0169

100．59

完全に分解したもの

　　44．37

　　35，03

　　0，09

　　0，24

　　0，30

　　瞑跡
　　O．3θ

　　1．］7

　　　3，12

　　1，59

　　9，83

　　4．22
　　100．28


